
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２１７

３０Kami
２０２５年７月号

ス
ヴ
ォ
ボ
ド
ヴ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
ナ

チ
ェ
コ
共
和
国

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
高
知
工
科

大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る

フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ロ
ヴ
ェ
大
学
か

ら
、
６
カ
月
間
の
交
換
留
学
生
と

し
て
来
ま
し
た
。
フ
ラ
デ
ツ
・
ク

ラ
ロ
ヴ
ェ
大
学
で
は
、
応
用
情
報

学
を
専
攻
し
て
い
る
学
部
生
で
す
。

　

私
の
出
身
地
・
ブ
ル
ノ
は
、
チ

ェ
コ
共
和
国
で
２
番
目
に
大
き
な

都
市
で
、
人
口
は
約
40
万
人
で
す
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
有
名
な
「
ア

ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
」
の
場

所
が
近
く
、
ウ
ィ
ー
ン
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
首
都
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
便
利
で
す
。
ブ
ル
ノ
中
心
街
に

は
、
ウ
ィ
ー
ン
建
築
の
特
徴
を
強

く
受
け
継
い
だ
建
築
物
が
数
多
く

あ
り
、
主
要
な
観
光
地
の
ほ
と
ん

ど
が
、
中
央
駅
か
ら
徒
歩
30
分
圏

内
で
す
。
ま
た
、
毎
年
５
月
末
に

「A
n
im
eF

est

」
と
い
う
大
規
模
ア

ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
７
歳
の
頃
か
ら
、
日
本
を

訪
れ
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
私
は

イ
ギ
リ
ス
で
育
ち
、
当
時
の
町
に

は
小
さ
な
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
頻

繁
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
幼
い
頃

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
日
本
の
豊
か
な
文
化
や
食
に

魅
了
さ
れ
、
20
歳
の
時
に
ア
ニ
メ

に
深
く
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
日
本
に
行
き
た
い
気
持

ち
が
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
生
活
は
毎
日
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
香
美
市
も
と
て
も
魅
力

的
な
場
所
で
す
が
、
ま
だ
日
本
語

が
得
意
で
な
く
、
日
々
挑
戦
を
続

け
て
い
ま
す
。
高
知
で
一
番
楽
し

か
っ
た
経
験
の
一
つ
は
、
「
劇
場

版

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
カ
イ
」
の
映

画
を
見
て
、
そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
で
一
晩
過
ご
し
た
こ

と
で
す
。
映
画
は
と
て
も
美
し
く
、

カ
フ
ェ
で
の
時
間
も
本
当
に
楽
し

い
冒
険
で
し
た
。
訪
れ
た
ほ
と
ん

ど
の
街
が
、
母
国
よ
り
も
安
全
で

あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

第５２回　城の役割２回　城の役割

　物部川筋には、戦国時代の城塞と言われる遺構

が二十いくつか知られている。城塞遺構と八幡社、

菩提寺跡がそろえば、集落を治める長が侵略に備

えた砦があったと考えられよう。八幡社は、武人

の崇敬篤い源八幡太郎義家の武勇にあやかろうと

する社であり、菩提寺は、先祖の働きに感謝し、

慰霊を行う場所であった。

　一方で、物部川の断崖を使い、空濠や土塀・板

塀を備えた「城址」と言われる十坪前後の遺構も

存在する。深渕、雪ヶ峰、佐岡、五百蔵、吉野、

永野、清爪などである。この遺構は、戦いに備え

る一面を持つものの、河川舟輸送や木材流しを指

示監督するものだったかと疑われる。平城は木造

板葺きか杉皮葺き、石垣や瓦屋根は無かったらし

いので、冬季に火箭を射ち込まれると弱いもので

あったであろう。

　一つの仮説を提供する。戦国時代は、現地盤よ

り３㍍ほど低いと考えられる。物部川はもう少し

緩やかな流れで、川舟は重要な交通手段、川人と

呼ばれる舟や筏を専門とする職業があったようで、

江戸期の団平舟で馬背の陸上輸送の十頭分ほどの

能力があったらしい。室町時代後期には、守護細

川氏が土佐の産物を大坂で販売し、船の帰り便で

京大阪の文化が土佐に入った。韮生や槇山、山田

郷の産物が、途中で荷抜きなどの不正が行われな

いように監督する必要があって、監視砦を置いた

と考えるとどうであろう。平安時代の昔から都へ

庸人で出た者に、頻繁に「人返し令」が出ており、

盗賊や山賊、海賊も横行していたことは知られて

いる。荷物や金銭の中間搾取は世の常。物部川に

限らず川運搬は盛んで、奈良盆地の大王家には大

和川が使われ、京都の天皇家や貴族には淀川が使

われ、監視場もあったようである。

　物部川筋の産物（米・炭・杉板・檜皮や杉皮・

乾燥農産物）木材、人の往来が下舟し、塩や布、

生活必需品は上舟で持ち込まれ、豊永郷や祖谷へ

も流通した。陸上輸送の馬背や荷車曳きは、馬が

農耕に使われた鎌倉時代以降の補助輸送だった。

水運輸送には、各所に関所が置かれ、関銭と呼ぶ

通行料が徴収された。瀬戸内は、下関や上関の名

称に残る。物部川谷の主要産物の杉檜は、増水期

には大栃から筏で流し、減水期には一本流しで神

母木や談議所で筏に組んだであろう。現在の単価

で５０万円の杉一本が不明になることは許されな

い。この川交通を監視する砦がシロと呼ばれた。

物部川段丘の端で視通を確保して管理するのは、

地方豪族の重要な任務であった。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

◆
譲
り
ま
す

【
内
容
】

・
足
踏
み
ミ
シ
ン

１
機

・
折
り
た
た
み
イ
ス

１
脚

※
 

足
踏
み
ミ
シ
ン
は
重
さ
・
大
き
さ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
 

受
取
方
法
や
物
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

養
護
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
荘

(

受
付
時
間

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

☎
５
９
・
２
２
８
７

◆
と
も
し
び
奨
学
基
金
の

給
付
対
象
が
２
人
に
増

と
も
し
び
奨
学
基
金
は
、
経

済
的
理
由
で
大
学
進
学
が
難
し

い
高
知
の
学
生
を
対
象
と
し
た

返
済
不
要
の
奨
学
金
で
、
こ
の

春
よ
り
、
給
付
対
象
が
１
人
か

ら
２
人
に
増
え
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ス
ウ
ィ
ー
ツ
（
土

佐
山
田
町
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
）
創

業
者
の
福
永
稔
氏
が
始
め
た
奨

学
金
で
、
公
益
財
団
法
人
土
佐

育
英
協
会
と
協
同
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
奨
学
金
は
月
額
３
万

掲　

示　

板

円
で
、
４
年
制
大
学
の
場
合
は

累
計
144
万
円
、
６
年
制
大
学
の

場
合
は
累
計
216
万
円
の
給
付
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
奨
学
生
を
年
に
５

人
以
上
に
増
や
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
、
７
・
８
月
の
２
カ

月
間
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
活
動
に

つ
い
て
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
詳
細
は
「
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
高

知
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）

※

「
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
高
知
」
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
大
手
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
と
、
高
知
新
聞
社
、
四
国
銀
行

が
協
同
で
取
り
組
む
地
域
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
名
称
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

株
式
会
社
ス
ウ
ィ
ー
ツ

☎
５
３
・
５
８
５
８

◆
鏡
野
道
場
（
剣
道
）

　

６
月
１
日
に
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
香
南
市
）
で
、
「
第

46
回
高
知
県
道
場
少
年
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

▶
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

(山田高校マンガ部)

ご応募をおまち

しています♪

　
　

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

カ
ミ
ー
テ
ィ
ア

広   

告

7月10日(木) 9：30～15：30   香美市立 プラザ八王子 ３階

２１４

は
、
中
学
生
団
体
の
部
で
第
３

位
、
中
学
生
女
子
個
人
の
部
で

窪
内
渚
月
が
第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
中
学
生
団
体
の
部
で

は
、
７
月
に
東
京
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
、
高
知
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
41
回
全
国
道
場
対
抗
予
選

大
会
」
で
は
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
、
10
月
に
鹿

児
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

に
、
高
知
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご

声
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

■

中
学
生
団
体
の
部

先
鋒　

窪
内

渚
月

中
堅　

竹
崎

莉
夢

大
将　

足
達

朔
太
郎

■

道
場
対
抗
の
部

先
鋒　

大
西

凛
人

次
鋒　

竹
崎

莉
夢

中
堅　

都
築

志
歩

副
将　

大
西

洸

大
将　

三
原

大
和

からぼり

かせん
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